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市
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

　　
子
ど
も
た
ち
の
長
か
っ
た
夏
休
み

も
終
わ
り
、
ま
た
に
ぎ
や
か
な
声
が

学
校
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
残
暑
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

芸
術
の
秋
に
向
け
て
、
今
月
は
本
市

の
美
術
館
や
博
物
館
に
つ
い
て
お
話

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
本
市
に
は
市
有
施
設
と
民
間
施

設
を
併
せ
て
、
美
術
館
、
博
物
館

が
８
つ
あ
り
ま
す
。
市
有
施
設
で
は
、

江
戸
時
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
日

本
絵
画
、
近
現
代
の
陶
芸
作
品
な

ど
５
０
０
点
余
り
の
作
品
が
収
蔵
さ

れ
て
い
る「
吉
澤
記
念
美
術
館
」、ニ
ッ

ポ
ン
サ
イ
の
復
元
骨
格
や
さ
ま
ざ
ま

な
化
石
、
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い

る
「
葛
生
化
石
館
」、
牧
歌
舞
伎
、

吉
澤
人
形
頭
な
ど
江
戸
時
代
か
ら

伝
わ
る
貴
重
な
郷
土
芸
能
の
資
料

が
展
示
し
て
あ
る
「
葛
生
伝
承
館
」

が
葛
生
行
政
セ
ン
タ
ー
近
く
に
そ
ろ
っ

て
お
り
、
市
外
県
外
か
ら
も
多
く
の

お
客
さ
ま
が
訪
れ
て
お
り
ま
す
。

　　
そ
の
他
に
も
、
地
域
の
考
古
、
歴

史
、
民
俗
な
ど
に
関
す
る
資
料
を

展
示
す
る
「
郷
土
博
物
館
」、
佐
野

市
出
身
の
陶
芸
家
で
、
人
間
国
宝
と

し
て
認
定
を
受
け
た
田
村
耕
一
先
生

の
作
品
を
数
多
く
展
示
す
る
「
人
間

国
宝
田
村
耕
一
陶
芸
館
」
な
ど
の
市

有
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　　
ま
た
、
民
間
施
設
で
は
、
優
し
い

絵
が
特
徴
で
市
役
所
の
７
階
に
も
飾

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
安
藤
勇

寿
「
少
年
の
日
」
美
術
館
」、
田
村

耕
一
先
生
の
作
品
で
抹
茶
を
飲
む
こ

と
も
で
き
る
「
人
間
国
宝
田
村
耕
一

美
術
館
」、
今
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
、
ま
ち
な
か
周
遊
に
も
大
き

く
寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
東

石
美
術
館
」
が
あ
り
ま
す
。

　　
ど
の
美
術
館
、
博
物
館
も
素
晴
ら

し
い
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

訪
れ
た
こ
と
が
な
い
施
設
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
、訪
問
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。き
っ

と
新
し
い
発
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　　
さ
て
、
９
月
１
日
は
防
災
の
日
で

す
。
地
震
、
豪
雨
、
雷
、
竜
巻
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
の
可
能
性
が

高
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
日
頃
よ

り
万
が
一
に
備
え
た
準
備
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

！

佐野市長

金子　裕

よ
う
こ
そ

国際交流の架け橋として

域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
、
都
心
に
集

中
し
て
い
る
人
口
を
分
散
さ
せ
、
地
方

の
活
性
化
を
図
る
国
の
取
り
組
み
で
す
。

　

「
佐
野
に
初
め
て
来
た
と
き
、
私
の
地
元
に
似

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
」
と
話
す
砂
子
間
さ
ん
は

福
岡
県
出
身
。

　

市
の
観
光
推
進
課
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
担
当
と

し
て
佐
野
市
を
訪
れ
る
海
外
の
方
を
増
や
す
取
り

組
み
を
し
た
り
、
訪
れ
た
方
々
と
交
流
し
、
地
域

の
魅
力
を
発
信
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
は
海
外
旅
行
が
趣
味
で
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
幼
稚
園
を
建
設
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
を

着
て
の
就
職
活
動
に
し
っ
く
り
こ
な
い
中
、
サ
ー

カ
ス
団
の
求
人
広
告
を
偶
然
見
か
け
、
迷
い
な
く

応
募
し
入
社
。
舞
台
制
作
な
ど
に
携
わ
り
、
日
本

各
地
を
公
演
で
回
る
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
転
職
し
て
、
留
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
学

生
の
国
際
交
流
を
手
伝
う
仕
事
に
就
き
ま
す
。

　

「
サ
ー
カ
ス
団
員
も
外
国
の
人
た
ち
が
多
数
。

や
っ
ぱ
り
自
分
の
根
底
に
は
『
い
ろ
い
ろ
な
国
の

方
と
触
れ
合
い
た
い
』
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
経
験
を
生
か
せ
る
仕
事
を
探
し
て
い
る

時
に
見
つ
け
た
の
が
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
」

と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
る
佐
野
市
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
。

　

「
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
が
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な

い
と
、
直
感
が
働
い
た
ん
で
す
」
と
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
参
加
し
た
砂
子
間
さ
ん
。
現
在
取
り

組
ん
で
い
る
の
は
、
外
国
人
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
土
台
作
り
。
こ
れ
ま
で
行
っ
た
活
動
は
、

外
国
人
向
け
の
市
内
周
遊
マ
ッ
プ
の
作
成
や
、
農

業
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
教

育
旅
行
の
受
け
入
れ
な
ど
。

　

今
後
は
、
ま
だ
観
光
要
素
と
し
て
開
拓
さ
れ
て

い
な
い
魅
力
を
取
り
上
げ
、
佐
野
の
見
ど
こ
ろ
を

増
や
し
て
い
き
た
い
そ
う
で
す
。

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
運
営
も
し
て
い
る
砂
子
間
さ

ん
は
「
宿
泊
の
ほ
か
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
し
、

旅
行
者
と
地
元
の
方
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る

場
を
提
供
し
て
い
け
た
ら
」
と
語
り
ま
す
。
地
域

活
性
化
の
担
い
手
と
し
て
の
意
欲
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

小
林
春
美
）

砂
す な こ ま

子間　仁
ひとみ

実 さん

佐野市地域おこし協力隊

グローバルゲストハウス運営

「
地
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佐 野 ・ 芦屋青少年交流
楽しく親睦を深めました！

　全国的に有名な茶釜の産地として古くから 「西の芦屋 ・

東の天明」 と言われ、 共通の文化を持つことから、 佐野市

と福岡県芦屋町は平成１０年５月に親善都市の締結をして

います。

　お互いの文化や歴史を学ぶことで、 改めて故郷を見つめ

直し、 学ぶきっかけとなるよう、 青少年交流を中心に佐野

市と芦屋町で毎年交流事業を行っています。

　今年は、 芦屋町の小学５年生から中学２年生までの児童

生徒１２人が８月７日 ㈬ ～９日 ㈮ の３日間、 佐野市を訪

れました。

　本市からも児童生徒１３人が参加し、 デコベーゴマ作りや

バーベキュー大会、 観光名所見学などで交流を図り、 最終

日には佐野らーめん作りの体験もしました。

　８月１０日 ㈯ ・ １１日 ㈰ 唐沢山において、 ナイトウォーク

イベントが開催されました。

　９月に開催される第３２回さの秀郷まつりの協賛イベント

として実施され、 参加者は提灯を持って夜の参道を散策し

ました。

　夜の唐沢山の空気と参道に設置されている天明鋳物の風

鈴の音色が相まって夏の涼しさを演出していました。

　また、レトロ縁日や秀郷太鼓、パフォーマンスミュージッ

クユニット「Ｃｉｅｌ」による納涼ライブ、佐野ブランド

応援団長のテルさんと行く 「お化けナイトツアー」 なども

開催され、 多くの来場者でにぎわいを見せていました。

　今年７月２９日 ㈪ 、佐野市は国内最高気温４１度を記録しま

した（国内過去最高気温まであと０．１度でした）。

　今年も暑い夏になると予想された７月２０日 ㈯ 、市役所１階

の市民活動スペースにおいて、市民団体「ＪＷＣさの」主催の

勉強会が開催されました。会員でもある市気候変動対策課長の

関塚さんが講師を務めました。

　地球温暖化による影響が出ていること（集中豪雨・大型台風

増加・海面上昇・干ばつ・気温上昇）、地球温暖化が加速して

いること（森林伐採や二酸化炭素などの温室効果ガスの影響）、

「カーボンニュートラル」とは二酸化炭素排出量を二酸化炭素吸

収量で中和し「ゼロ」にすること、排出される二酸化炭素を減

らすための取り組みなどのお話に、会員のほか、市内外からの

たくさんの参加者が耳を傾けていました。

　佐野市では、市民向けに省エネ家電への買い替えや次世代自

動車などの車両購入費の支援、企業向けにカーボンニュートラ

ルに向けた事業を支援する資金繰り支援があるそうです。

　私たち市民も、蛍光灯をＬＥＤに変えたり、テレビの画面を

少し暗くしたり、できることから始め、ゼロカーボンシティ

（２０５０年までに二酸化炭素を実質ゼロにすると公表した地方

自治体）の実現に向けての取り組みの輪を広げていきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市民記者　中里聖子）

ゼ ロカーボンシティの実現
できることから始めませんか？

唐 澤山神社ナイトウォーク
さの秀郷まつり協賛イベント

① 講演会の様子

② 地球温暖化による影響

①①

②②


